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『
東
南
ア
ジ
ア
史
』

　
一
　
十
六
世
紀
に
始
ま
る
西
欧
勢
力
の
東
南
ア
ジ
ア
ヘ
の
到
来
は
、
東
南
ア

ジ
ア
諸
地
域
を
初
め
て
世
界
史
に
登
場
せ
し
め
る
こ
と
と
な
つ
た
が
、
そ
の
地

位
は
あ
く
ま
で
植
民
本
国
た
る
西
欧
先
進
国
の
客
体
た
る
に
留
ま
り
、
そ
の
自

主
的
活
動
は
も
と
よ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
相
互
間
の
関
係
は
、
極
め
て
制

限
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
東
南
ア
ジ
ア
が
、
英
米
仏
蘭
と
い
つ
た
多
数

の
欧
米
列
強
に
よ
つ
て
植
民
地
化
さ
れ
、
分
割
統
治
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
第

二
次
大
戦
の
終
了
ま
で
、
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
包
括
的
、
一
般
的
研
究
書
の

生
ま
れ
る
こ
と
を
妨
げ
て
い
た
主
要
な
原
因
と
な
つ
て
い
た
。
東
南
ア
ジ
ア
に

関
す
る
研
究
も
ま
た
、
各
植
民
地
を
単
位
と
し
て
分
割
的
に
行
わ
れ
る
の
が
普

通
で
あ
つ
た
．

　
第
二
次
大
戦
後
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
欧
米
の
植
民
地
は
新
興
国
と
し
て

次
々
に
独
立
し
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
従
来
存
在
し
た
学
問
の
世
界
に
お
け

る
垣
根
も
取
り
払
わ
れ
て
い
つ
た
．
こ
の
よ
う
な
風
潮
の
う
ち
に
、
東
南
ア
ジ

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

ア
に
関
す
る
最
初
の
概
説
的
歴
史
書
と
し
て
、
一
九
五
四
年
ハ
リ
ソ
ン
教
授
の

・
◎
匡
き
国
程
工
8
畳
ω
o
暮
▽
国
器
ひ
》
玖
鋭
＞
望
o
詳
国
置
8
蔓
▽
が
現
わ
れ
、

次
い
で
翌
一
九
五
五
年
に
は
、
ホ
ー
ル
教
授
の
大
著
《
曼
ρ
蝉
国
毘
“
卜

田
馨
o
藁
9
警
暮
マ
国
器
げ
》
。
。
宣
〉
が
出
た
の
で
あ
つ
た
。
以
上
二
著
が
比
較

的
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
歴
史
書
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
現
代
に
力
点
を
お
き
、

戦
後
ア
メ
リ
カ
で
目
覚
ま
し
い
発
展
を
示
し
て
き
た
比
較
政
治
学
的
手
法
を
取

入
れ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
姿
を
バ
：
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
描
き
出
そ
う
と
し
た
も

の
に
、
ケ
ー
ヒ
ン
教
授
編
の
《
0
8
茜
①
零
国
魯
営
（
a
ご
O
o
奉
彗
目
窪
富

”
邑
℃
O
一
憲
畠
9
留
暮
げ
＄
警
＞
匹
勲
お
＄
V
が
あ
る
。

　
さ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
代
表
的
総
括
書
と
し
て
、
筆
者
は
以
上
の
三

著
を
挙
げ
た
い
が
、
昨
一
九
六
四
年
に
は
、
こ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
二
冊
の
好
著

が
世
に
出
た
。
そ
の
一
冊
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
キ
ャ
デ
ィ
教
授
の
「
東
南
ア

ジ
ア
史
」
で
あ
り
、
他
の
一
冊
は
、
　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
教
授
の
《
9
鶏
一
窃
＞
●

固
呂
①
コ
留
暮
マ
国
器
σ
＞
巴
碧
｝
の
8
芭
．
国
。
0
8
邑
。
暫
呂
℃
〇
一
三
。
巴
O
Φ
o
－

閃
蚕
喜
図
V
で
あ
る
。

　
キ
ャ
デ
ィ
教
授
の
東
南
ア
ジ
ア
と
の
関
係
は
、
一
九
三
五
年
ラ
ン
グ
ー
ン
大

学
で
歴
史
学
の
講
義
を
し
た
時
に
始
ま
る
が
、
以
後
三
十
年
間
一
貫
し
て
東
南

ア
ジ
ア
と
の
接
触
を
保
つ
て
き
た
．
一
九
四
九
年
以
来
オ
ハ
イ
オ
大
学
の
歴
史

学
教
授
と
し
て
講
義
を
行
つ
て
お
り
、
含
ぎ
勾
8
駐
亀
宰
曾
畠
ヨ
b
Φ
ユ
龍
弩

一
づ
国
器
審
毎
＞
詮
欝
ご
鰹
V
や
《
＞
田
馨
o
藁
亀
冒
＆
o
彗
切
霞
目
帥
e
一
3
0
0
V

の
著
者
と
し
て
既
に
著
名
で
あ
る
。

　
二
　
本
書
は
六
章
か
ら
成
り
、
第
一
章
㌔
環
境
瀬
註
茜
」
を
除
く
五
章
が

歴
史
的
記
述
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
章
「
初
期
諸
王
朝
国
導
剣
国
目
且
冨
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
　
　
　
（
五
九
五
）
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評

第
三
章
「
近
代
へ
の
過
渡
期
弓
声
呂
崔
8
ε
冒
＆
o
§
目
目
窪
」
、
第
四
章
「
ヨ

ー
・
ッ
パ
の
商
業
支
配
国
ξ
o
雇
ロ
Ω
蓉
ヨ
震
。
巨
U
。
巨
⇒
導
8
」
、
第
五
章
「
経

済
開
発
の
強
化
ζ
審
諾
貯
①
浮
o
ぎ
琶
。
U
雲
巴
o
b
目
。
暮
」
、
第
六
章
「
政
治
改

革
と
民
族
主
義
者
の
復
活
ぎ
一
三
＄
一
即
鉱
自
ヨ
導
α
乞
豊
8
亀
寄
三
奉
一
」
で

あ
る
．
先
に
挙
げ
た
ホ
！
ル
教
授
は
、
東
南
ア
ジ
ア
史
を
前
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
時
代
、

初
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
領
土
拡
張
時
代
、
民
族
主
義
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
支
配
へ
の
挑
戦
の
時
代
に
四
大
分
し
た
が
、
キ
ャ
デ
ィ
教
授
が
そ
の
第

一
章
を
二
つ
に
分
け
て
論
述
し
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
．
両
者
の
歴
史
時
代
区

分
に
は
著
し
い
差
は
な
い
と
い
え
よ
5
。

　
さ
て
、
著
者
は
第
一
章
で
、
東
南
ア
ジ
ア
の
地
理
的
環
境
、
人
種
構
成
を
紹

介
し
、
二
、
三
世
紀
頃
の
東
南
ア
ジ
ア
の
諸
環
境
を
叙
述
す
る
。
こ
こ
で
特
に

著
者
が
強
調
す
る
の
は
、
紀
元
前
二
世
紀
末
に
お
け
る
漢
王
朝
に
よ
る
ヴ
ィ
エ

ト
ナ
ム
地
方
の
併
合
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
南
岸
地
方
を
中
央
政
府
が
軽
視

し
た
た
め
、
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
中
国
の
影
響
力
は
比
較
的
小
さ
か
つ
た
の

に
比
し
て
、
ヒ
ン
ヅ
ー
教
或
い
は
仏
教
と
い
う
宗
教
を
基
盤
に
し
た
イ
ン
ド
の

文
化
的
、
政
治
的
影
響
力
は
極
め
て
大
き
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
当

然
提
起
さ
れ
る
ヒ
ン
ヅ
ー
教
や
仏
教
が
果
し
て
土
着
の
文
化
を
圧
倒
し
て
し
ま

つ
た
の
か
、
或
は
単
に
表
面
の
一
部
に
取
り
つ
い
た
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
更
に

ま
た
、
イ
ン
ド
か
ら
の
政
治
的
、
文
化
的
輸
入
は
、
以
後
の
東
南
ア
ジ
ア
の
発

展
の
基
盤
と
な
り
え
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
つ
た
疑
問
に
対
し
て
は
、
都
市
と

地
方
の
間
に
、
ま
た
知
識
人
と
非
知
識
人
と
の
間
に
は
著
し
い
相
違
が
あ
つ
た

も
の
の
．
一
般
的
に
は
、
イ
ン
ド
文
化
が
．
平
和
的
非
政
治
的
な
手
段
を
通
じ

て
土
着
の
伝
統
と
う
ま
く
同
化
し
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
支
配
貴
族
に
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
　
　
（
五
九
六
）

入
れ
ら
れ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
初
期
諸
王
朝
成
立
の
基
盤
と
な
つ
た
こ
と
を
著

者
は
認
め
て
い
る
。

　
第
二
章
は
、
二
世
紀
か
ら
十
三
世
紀
頃
ま
で
の
東
南
ア
ジ
ア
史
上
の
諸
王
朝

を
中
心
と
し
た
政
治
史
の
記
述
で
あ
る
。
歴
史
に
現
わ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
最
初

の
重
要
な
国
家
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
現
在
の
カ
ソ
ボ
ジ
ア
を
中
心
に
二
世
紀

末
か
ら
八
世
紀
中
葉
に
か
け
て
栄
え
た
フ
ナ
ン
王
国
で
あ
る
が
、
こ
の
王
国
を

は
じ
め
と
し
、
同
じ
く
イ
ソ
ド
文
化
の
影
響
を
強
く
受
け
た
ジ
ャ
ワ
の
ス
リ
ビ

ジ
ャ
ヤ
王
国
（
七
ー
十
三
世
紀
）
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
（
六
ー
十
五
世
紀
）
、
ビ
ル

マ
の
パ
ガ
ン
王
国
（
十
一
ー
十
三
世
紀
）
等
諸
王
朝
の
興
亡
が
展
開
さ
れ
る
。

　
第
三
章
は
、
モ
ン
ゴ
ー
ル
、
イ
ス
ラ
ム
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
い
う
三
つ
の
外
的

衝
撃
に
よ
る
伝
統
的
東
南
ア
ジ
ア
の
変
容
を
中
心
に
扱
5
．
先
ず
、
十
三
世
紀

末
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ー
ル
の
東
南
ア
ジ
ア
ヘ
の
襲
来
は
、
ス
リ
ビ
ジ
ャ
ヤ
王
国

を
完
全
に
解
体
し
、
そ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
統
一
の
夢
を
打
破
つ
た
が
、
他
方
で

は
タ
イ
族
を
南
方
に
圧
迫
し
て
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
中
央
部
に
シ
ャ
ム
王
国
を
建

設
せ
し
め
た
。
特
に
、
タ
イ
、
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
、
ジ
ャ
バ
等
諸
民
族
意
識
を
刺

戟
し
た
影
響
の
大
き
さ
に
著
者
の
注
目
が
払
わ
れ
る
。

　
イ
ス
ラ
ム
の
影
響
を
も
つ
と
も
大
き
く
受
け
た
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
あ
つ

た
。
一
四
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
明
朝
中
国
と
西
域
イ
ス
ラ
ム
世
界
間
の
通
商

交
通
は
著
し
く
増
大
し
た
が
、
そ
の
中
継
地
と
し
て
栄
え
た
マ
ラ
ッ
カ
領
主
が

回
教
徒
に
改
宗
し
た
こ
と
は
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
商
業
上
の
優
越
性
と
そ
の
攻

勢
的
性
格
と
相
倹
つ
て
、
伝
統
的
ヒ
ン
ズ
i
文
化
と
の
交
流
の
途
絶
え
て
い
た

イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
全
域
が
急
速
に
イ
ス
ラ
ム
圏
化
し
て
い
く
こ
と
を
助
け
た
。

　
モ
ン
ゴ
ー
ル
、
イ
ス
ラ
ム
に
続
き
、
東
南
ア
シ
ア
に
対
す
る
第
三
の
衝
撃
と



な
つ
た
の
は
、
十
六
世
紀
に
起
つ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
侵
入
で
あ
つ
た
。
一
五

一
一
年
そ
の
商
業
的
繁
栄
の
最
中
に
、
マ
ラ
ッ
カ
は
、
イ
ス
ラ
ム
に
対
す
る
聖

戦
と
貿
易
利
潤
の
独
占
を
目
的
と
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
冒
険
家
達
に
占
領
さ

れ
、
ジ
ャ
ワ
↓
イ
ン
ド
↓
ア
ラ
ビ
ア
↓
ヴ
ェ
ニ
ス
経
由
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
運
ぽ

れ
て
い
た
香
料
貿
易
ル
ー
ト
は
断
絶
さ
れ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
る
香
料
貿
易

の
独
占
は
、
ジ
ャ
ワ
や
イ
ン
ド
の
多
く
の
貿
易
業
者
を
破
産
せ
し
め
た
が
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
る
権
力
の
濫
用
に
対
す
る
反
感
は
、
皮
肉
に
も
キ
リ
ス
ト
教

宣
教
師
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
益
々
イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
増
大
せ
し
め
る
結
果

と
な
つ
た
。

　
さ
て
第
四
章
は
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
つ

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
先
進
国
が
、
そ
の
商
業
的
利
益
を
目
指
し
て
東
南
ア
ジ
ア
に

殺
到
し
た
時
期
す
な
わ
ち
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
を
対
象
と

す
る
。
ス
ペ
イ
ン
征
服
前
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
で
は
、
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

と
は
異
り
、
中
国
、
イ
ソ
ド
文
化
の
影
響
は
少
な
く
、
イ
ス
ラ
ム
も
、
・
・
ン
ダ
ナ

オ
な
ど
南
部
諸
島
に
滲
透
し
て
い
た
に
留
ま
り
、
土
着
の
政
治
制
度
、
商
慣

習
、
宗
教
が
支
配
的
で
あ
つ
た
。
こ
の
た
め
、
初
め
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
全
島
を
政

治
的
に
統
合
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
ス
ペ
イ
ン
は
、
比
較
的
容
易
に
キ
リ
ス
ト

教
を
辺
地
に
ま
で
大
規
模
に
普
及
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
北
ア
メ

リ
カ
の
ス
ペ
イ
ン
領
と
の
貿
易
路
の
開
通
は
、
マ
ニ
ラ
を
東
洋
に
お
け
る
商
業

中
心
地
の
一
つ
と
し
て
繁
栄
さ
せ
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず

全
国
的
規
模
で
の
経
済
発
展
に
は
遂
に
成
功
し
な
か
つ
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
貿
易
独
占
に
最
初
に
挑
戦
し
、
こ
れ

に
と
つ
て
代
つ
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
商
業

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

帝
国
の
特
色
は
、
ジ
ャ
ワ
に
確
固
た
る
領
土
的
基
盤
を
も
ち
、
こ
こ
を
中
心
に

西
は
ペ
ル
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
セ
イ
ロ
ン
か
ら
東
は
モ
ル
ッ
カ
、
中
国
、
日
本
に

至
る
巨
大
な
貿
易
網
を
構
築
し
た
こ
と
に
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
が
本
質
的
に
商

企
業
主
義
で
あ
り
、
強
奪
で
な
く
交
換
を
目
的
と
し
た
こ
と
に
あ
つ
た
。

　
十
七
、
八
世
紀
の
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
が
、
或
は
南
北
に
分
れ
て
の
、
或
は
そ
れ

ぞ
れ
の
内
部
で
の
激
し
い
内
戦
で
疲
弊
し
、
ま
た
そ
の
解
決
の
た
め
に
グ
エ
ン

家
が
フ
ラ
ソ
ス
の
援
助
を
借
り
た
こ
と
は
、
こ
の
国
に
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
影

響
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
最
終
的
に
は
十
九
世
紀
末
の
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ

建
設
へ
の
途
を
開
い
た
が
、
こ
れ
と
全
く
対
照
的
に
、
一
六
八
○
年
代
に
危
く

フ
ラ
ン
ス
の
陰
謀
で
そ
の
独
立
を
危
く
し
か
け
た
シ
ァ
ム
は
、
以
後
慎
重
に
孤

立
主
義
の
政
策
を
守
り
、
特
に
十
九
世
紀
に
入
つ
て
か
ら
は
、
モ
ン
ク
ー
ト

王
、
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ル
ン
王
等
の
有
能
な
王
が
現
わ
れ
、
累
卵
の
危
き
に
あ
る

シ
ァ
ム
の
独
立
を
保
持
し
え
た
。
著
者
は
こ
の
点
に
特
に
興
味
を
感
じ
た
様

で
、
十
八
、
九
世
紀
の
シ
ァ
ム
政
治
史
に
は
多
く
の
ぺ
ー
ジ
を
さ
い
て
論
及
し

て
い
る
。

　
さ
て
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
領
土
的
支
配
を
達
成
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
七
八

五
年
以
後
オ
ラ
ン
ダ
商
業
帝
国
の
勢
力
を
次
第
に
駆
逐
し
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お

け
る
通
商
上
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
確
立
し
た
。
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
ヘ

の
覇
権
の
移
行
は
、
折
か
ら
イ
ギ
リ
ス
本
国
を
中
心
に
吹
き
ま
く
つ
て
い
た
産

業
革
命
の
嵐
と
相
倹
つ
て
．
従
来
の
東
方
貿
易
の
性
格
に
著
し
い
変
容
を
与
え

た
点
で
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
次
い
で
第
五
章
は
、
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
時
代
に
当
る
十
九
世
紀
中
期
か
ら

二
十
世
紀
初
め
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
新
し
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介
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評

い
経
済
的
要
求
に
基
づ
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
国
の
植
民
地
支
配
が
拡
大
強
化

さ
れ
た
時
代
に
当
る
。

　
著
者
に
よ
れ
ぽ
、
一
八
二
四
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
領
有
は
、
確
か
に
東
南
ア

ジ
ア
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
勢
力
を
著
し
く
拡
大
し
た
が
、
そ
の
真
の
重
要
性

が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
一
八
七
〇
年
代
以
後
マ
レ
ー
半
島
に
お
け
る
錫
鉱
と
ゴ

ム
の
生
産
が
商
業
上
信
じ
ら
れ
識
程
の
利
潤
を
イ
ギ
リ
ス
に
も
た
ら
し
て
か
ら

の
こ
と
で
、
そ
の
結
果
マ
レ
ー
半
島
諸
州
は
次
々
と
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
下
に
入

れ
ら
れ
た
。
こ
の
時
代
イ
ギ
リ
ス
の
範
囲
に
入
つ
た
今
一
つ
の
重
要
な
国
は
ビ

ル
マ
で
あ
る
。
三
度
に
わ
た
る
英
緬
戦
争
の
結
果
イ
ン
ド
帝
国
の
拡
大
と
い
う

形
で
イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ル
マ
に
対
す
る
支
配
権
は
確
立
さ
れ
た
が
、
こ
の
ビ
ル
マ

占
領
の
動
機
は
、
セ
イ
ロ
ン
、
バ
ル
チ
ス
タ
ン
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
国
境
地
帯
の
場
合

と
同
様
主
と
し
て
イ
ソ
ド
帝
国
の
安
全
の
た
め
で
あ
り
、
マ
レ
：
半
島
に
お
け

る
が
如
く
経
済
的
動
機
を
第
一
義
と
す
る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。

　
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
は
、
東
南
ア
ジ
ア
主
要
国
の
中
で
ヨ
i
冒
ッ
パ
の
支
配
下
に

入
つ
た
最
後
の
国
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
十
七
世
紀
に
初
ま
る
長
い
フ
ラ
ン
ス

と
の
関
係
の
も
た
ら
し
た
究
極
の
姿
で
も
あ
つ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
支
配
は
更

に
ラ
オ
ス
、
カ
ソ
ボ
ジ
ア
に
も
拡
大
さ
れ
、
重
商
主
義
的
基
盤
に
立
つ
た
フ
ラ

ン
ス
の
経
済
的
搾
取
が
行
わ
れ
た
．
ま
た
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
お
い
て
フ
ラ
ン

ス
の
と
つ
た
同
化
政
策
は
、
注
目
す
べ
き
植
民
政
策
で
は
あ
つ
た
が
、
原
住
民

の
間
に
奥
深
く
入
り
込
む
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。

　
一
八
三
〇
年
の
ベ
ル
ギ
ー
の
分
離
独
立
に
象
徴
さ
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
財

政
的
政
治
的
困
難
は
、
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
統
治
方
式
に
も
重
要
な
変

更
を
も
た
ら
し
た
。
ジ
ャ
ワ
外
部
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
島
喚
部
へ
の
領
土
的
支
配
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権
の
拡
大
と
と
も
に
、
悪
名
高
き
耕
作
制
度
（
窪
一
ε
冨
¢
釜
言
ヨ
）
の
採
用
等

に
よ
る
ジ
ャ
ワ
の
農
業
的
人
的
資
源
の
組
織
的
搾
取
が
試
み
ら
れ
た
。
耕
作
制

度
は
や
が
て
自
由
主
義
政
策
に
戻
さ
れ
た
が
、
十
九
世
紀
後
半
に
始
ま
つ
た
ゴ

ム
、
錫
、
石
油
等
に
対
す
る
世
界
需
要
の
急
増
は
、
蘭
領
イ
ン
ド
に
目
覚
ま
し

い
経
済
的
発
展
を
も
た
ら
し
、
第
一
次
大
戦
中
に
そ
の
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
利
益
は
原
住
民
に
は
殆
ど
還
元
さ
れ
ず
、
ま
た
、
オ
ラ
ン

ダ
の
植
民
政
策
は
、
イ
ン
ド
．
ピ
ル
マ
、
フ
ィ
リ
ピ
ソ
等
近
隣
諸
国
で
行
わ
れ

つ
つ
あ
つ
た
自
治
政
策
に
関
心
を
示
さ
な
か
つ
た
の
で
、
伝
統
的
原
住
民
と
近

代
化
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
・
グ
ル
ー
プ
双
方
の
間
に
、
政
治
的
不
安
が
徐
々
に
醸

成
さ
れ
て
い
つ
た
。

　
第
六
章
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
独
立
へ
の
序
曲
を
な
す
東
南
ア
ジ
ア
現
代
史

を
扱
う
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ソ
か
ら
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
権
力
の
移

譲
、
ア
メ
リ
カ
の
対
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
策
、
ビ
ル
マ
に
お
け
る
民
族
運
動
と
イ
ギ

リ
ス
の
緩
和
政
策
、
一
九
三
〇
年
代
以
後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
急
進
的

民
族
主
義
と
オ
ラ
ン
ダ
の
抑
圧
政
策
、
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
重

商
主
義
政
策
の
展
開
と
統
治
政
策
の
強
化
、
或
は
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
民

族
主
義
運
動
の
開
始
と
共
産
主
義
指
導
者
の
登
場
と
い
つ
た
問
題
が
広
く
論
じ

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
著
者
は
、
一
九
四
一
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
の
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア

征
服
、
占
領
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
こ
の
地
域
の
近
代
史
に
お
け
る
極
め
て
重
要

な
分
水
嶺
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
η
ア
ジ
ア

人
の
た
め
の
ア
ジ
ア
”
を
ス
戸
ー
ガ
ン
に
、
日
本
は
そ
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
指

導
性
を
運
命
的
役
割
と
み
な
し
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
民
と
の
宗
教
的
、
文
化
的



同
一
性
を
強
調
し
て
．
大
東
亜
共
栄
圏
の
確
立
の
た
め
の
協
力
を
原
住
民
に
求

め
た
が
、
か
れ
ら
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
日
本
が
東
南

ア
ジ
ア
か
ら
駆
逐
さ
れ
た
時
、
日
本
が
戦
時
中
刺
戟
し
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

民
族
主
義
は
、
再
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
支
配
が
復
帰
す
る
こ
と
を
不
可
能
に

し
て
い
た
。
」

　
か
く
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
重
要
な
旧
植
民
地
は
今

日
す
べ
て
独
立
の
地
位
を
獲
得
し
、
重
要
な
歴
史
的
発
展
を
遂
げ
て
き
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
著
者
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
正
し
い
評
価
に
は
尚
充
分

な
時
期
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
、
社
会
変
動
の
性
格
、
伝
統
の
持
続
、

歴
史
的
対
立
の
再
現
、
新
中
国
の
影
響
、
東
南
ア
ジ
ア
の
政
治
的
将
来
等
に
つ

い
て
簡
単
に
触
れ
る
に
留
ま
つ
て
い
る
。

　
三
　
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
東
南
ア
ジ
ア
研
究
者
ル
シ
ア
ン
・
パ
イ
教
授
は
、

そ
の
書
の
冒
頭
で
「
東
南
ア
ジ
ア
は
．
極
め
て
多
様
性
に
富
む
。
こ
の
地
域
の

八
つ
の
主
要
国
1
ー
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
．
フ
ィ
リ
ピ
ン
．
ビ
ル
マ
、
マ
ラ
ヤ
、
タ

イ
、
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
る
伝
統

を
有
し
、
し
か
も
そ
の
各
々
が
更
に
複
雑
な
多
様
性
を
も
つ
。
宗
教
、
言
語
、

習
慣
、
歴
史
等
す
べ
て
の
点
に
お
い
て
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
同
質
的
国
民
は
存

在
し
な
い
」
（
ピ
ぎ
一
導
宅
。
｝
岩
一
幹
暮
げ
＄
馨
＞
¢
ダ
．
．
冒
＆
。
吾
勺
島
試
。
巴

の
蓋
富
唐
験
＞
¢
置
．
．
ゆ
｝
吋
S
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
、

東
南
ア
ジ
ア
研
究
者
が
均
し
く
認
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
た
だ
本
書
の
著
者
は
、
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
多
様
性
の
歴
史
的
背

景
を
追
求
し
、
そ
の
多
様
性
が
東
南
ア
ジ
ア
に
固
有
の
も
の
で
あ
つ
た
の
で
は

な
く
、
そ
の
多
く
が
歴
史
的
産
物
で
あ
つ
た
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
す
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な
わ
ち
、
著
者
の
歴
史
的
記
述
の
背
景
に
は
、
《
ω
東
南
ア
シ
ア
の
多
く
の
人

々
が
、
技
術
発
展
、
耕
作
方
法
、
宗
教
、
社
会
政
治
制
度
等
多
く
の
点
で
共
通

性
を
有
し
た
伝
統
的
土
着
文
化
の
支
配
的
な
時
代
が
あ
り
、
㈹
そ
れ
に
次
い

で
、
こ
の
類
似
性
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
ア
ラ
ビ
ア
、

ペ
ル
シ
ア
等
か
ら
経
済
的
、
文
化
的
影
響
を
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
均
し
く
受
け

た
時
代
が
あ
つ
た
。
特
に
、
土
着
文
化
の
生
存
し
つ
づ
け
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
、

中
国
文
化
の
影
響
の
強
か
つ
た
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
を
除
く
多
く
の
地
方
は
、
ヒ
ン

ヅ
ー
文
化
の
洗
礼
を
受
け
共
通
の
文
化
を
有
し
て
い
た
、
⑥
こ
の
よ
う
に
比
較

的
同
一
性
の
強
か
つ
た
東
南
ア
ジ
ア
に
、
近
代
は
分
裂
的
諸
要
因
を
紹
介
し
た
、

一
四
〇
〇
年
以
来
の
イ
ス
ラ
ム
の
侵
略
は
、
香
科
ル
ー
ト
に
沿
つ
て
新
し
い
文

化
圏
を
生
ん
だ
し
、
更
に
そ
れ
に
続
く
西
欧
諸
国
の
植
民
活
動
は
ー
特
に
十

九
世
紀
以
後
の
帝
国
主
義
時
代
に
著
し
い
が
ー
東
南
ア
ジ
ア
各
地
域
間
の
相

互
関
係
を
遮
断
し
、
そ
こ
に
多
数
の
重
要
な
異
質
性
を
生
ぜ
し
め
た
の
で
あ

る
、
＠
第
二
次
大
戦
後
の
東
南
ア
ジ
ア
は
、
再
び
各
地
域
間
の
相
互
関
係
を
再

確
立
す
る
段
階
に
来
て
い
る
が
、
そ
の
必
要
性
は
、
政
治
的
不
安
定
、
経
済
的

後
進
性
か
ら
の
脱
却
と
い
う
共
通
の
問
題
の
解
決
と
い
う
面
か
ら
も
強
く
要
請

さ
れ
て
い
る
V
と
い
つ
た
歴
史
観
が
強
く
流
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
パ
イ
教
授
も
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
を
四
つ
の
時
代
に
分
け
て
、
伝
統
的
東
南

ア
ジ
ア
文
化
の
時
代
、
イ
ン
ド
・
中
国
文
化
の
時
代
、
西
欧
植
民
地
時
代
、
独

立
期
と
し
た
が
、
本
来
政
治
学
者
で
あ
る
彼
が
、
現
代
東
南
ア
ジ
ア
を
「
多
様

性
」
の
認
識
の
上
に
立
つ
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
歴
史
学
者
で
あ

る
キ
ャ
デ
ィ
教
授
は
、
「
政
治
、
文
化
．
経
済
等
の
諸
分
野
に
お
け
る
現
在
の

著
」
い
不
一
致
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
南
ア
ジ
ア
に
共
通
す
る
経
験
、
利
害
関
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紹
介
と
批
評

係
、
考
え
方
等
の
類
似
性
が
、
東
南
ア
ジ
ア
の
全
歴
史
を
通
じ
て
観
察
さ
れ
う

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
へ
　
　
　
へ
　
　
　
う
　
　
　
や
　
　
　
う
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち

る
」
と
し
て
、
多
様
性
の
根
抵
に
流
れ
る
同
一
性
を
歴
史
的
に
把
握
し
よ
う
と

し
て
い
る
点
に
、
筆
者
は
特
に
興
味
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
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